
財政説明会に伴うアンケート結果及び質疑応答 （令和 4 年 11 月 1 日～11 日開催） 

1. 参加者数及びアンケート回答数 
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11/2 
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11/4 
アージョ 

11/5 
アージョ 

11/8 
ミューズ 

11/10 
みらい 

11/11 
パラッツォ 

合計 

参加者数 30 33 81 63 34 49 44 334 

アンケート

回答数 
28 29 77 60 33 49 39 315 

 

2. アンケート回答結果 
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3. 主な質疑応答 

 

説明会の中であった主な質疑応答は、次のとおりです。 

 

（1）質問：市が危機的状況になると若い世代が市外に出ていくとの話だったが、市として人を呼び込むような

施策を考えているのか。 

回答：出来る範囲で施策は行っています。例えば、関係人口を増やすという取り組みです。積極的な情報

発信やインターンシップの受け入れ、副市長の公募などを通して、安芸高田市に興味を持ってもら

い、訪れてくれる、手を貸してくれる、そういう仲間を増やそうと思っています。 

 

（2）質問：人口増について、子育て世代に魅力的な環境や優遇などを整えて、子育て世代の移住が成功してい

る自治体があるようですが、市として子育て世帯に対する政策を何か考えているのか。 

回答：子育て支援は人口減対策として効果がありません。成功している自治体は隣の自治体から子育て世

帯が引っ越しただけです。そういう戦略がとれる自治体は限られます。 

ただし、子育て支援そのものはやっていきます。市民の生活を支援するという意味で、今後も取り

組んでいくべきだと思っています。 

 

 

 

 

 

      

問い合わせ先           

安芸高田市 企画部 財政課 

電話：0826-42-5623  


